
お
知
ら
せ

路
上
喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
な
く
そ
う

　
「
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」
が
こ
と
し
４
月

に
施
行
さ
れ
、
市
内
全
域
で
吸
い
が

ら
や
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
が
禁

止
に
。
ま
た
、
路
上
喫
煙
は
し
な
い

よ
う
に
努
め
る
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
条
例
の
対
策
を
集
中
的
に
行
う

路
上
喫
煙
防
止
重
点
区
域
・
ポ
イ
捨

て
防
止
重
点
区
域
と
し
て
、
千
代
田

通
り
の
諏
訪
橋
西
詰
か
ら
元
気
21
北

ま
で
と
銀
座
通
り
を
指
定
。
７
月
15

日
㈫
か
ら
、
こ
の
区
域
で
は
、
路
上

喫
煙
も
禁
止
に
な
り
ま
す
。
違
反
者

に
は
、
指
導
や
文
書
で
の
勧
告
、
命

令
を
実
施
。
命
令
に
従
わ
な
い
場
合

は
、
２
万
円
の
過
料
に
な
り
ま
す
。

問
ご
み
減
量
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
２
７
２

国
民
年
金
の
免
除
な
ど
は
申
請
を

　

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と

き
に
、
条
件
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免

除
や
納
付
猶
予
（
30
歳
未
満
の
人
が

対
象
）
の
制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
免
除
や
猶
予
の
承
認
を

受
け
、
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人

は
、
先
月
に
承
認
期
間
が
終
了
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
役
所
市
民
課
か
各

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２

５
４

家
族
で
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

　

市
内
の
家
庭
を
対
象
に
「
ま
え
ば

し
環
境
家
族
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
は
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
家
族
で

決
め
て
３
カ
月
間
実
践
し
、
そ
の
実

施
結
果
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。
報

告
書
を
提
出
す
る
と
、「
こ
ろ
と
ん
ス

テ
ッ
カ
ー
」
が
も
ら
え
ま
す
。

期
間
＝
７
月
〜
９
月

報
告
書
の
配
付
＝
市
立
小
学
校
、
市

役
所
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
・
公
民
館
で

申
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
郵
送
で
。
報

告
書
に
記
入
し
、
市
役
所
環
境
政
策

課
（
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
２
９

２
）
へ

福
祉
分
野
の
就
職
面
接
会

　

福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
就
職
希
望

者
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
所
と
の
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
新
前
橋
町
）

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
７
―
２
５
５
―
６
６
０
０

社
会
を
明
る
く
す
る
パ
レ
ー
ド

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
。
保
護
司
会
や
更

生
保
護
女
性
会
な
ど
の
団
体
が
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く

り
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
７
月
12
日
㈯
午
後

１
時
30
分
に
「
社
明
パ
レ
ー
ド
」
出

発
式
を
県
庁
県
民
広
場
で
実
施
。
そ

の
後
、
中
心
市
街
地
を
パ
レ
ー
ド
し

ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
１
４
２

土
砂
条
例
を
施
行
し
ま
し
た

　

不
適
正
な
土
砂
に
よ
る
埋
立
て
な

ど
を
規
制
す
る
「
土
砂
等
に
よ
る
埋

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」（
土

砂
条
例
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

□
土
砂
条
例
の
主
な
内
容

　

①
有
害
な
物
質
で
汚
染
さ
れ
て
い

る
土
砂
で
の
埋
立
て
を
禁
止
②
土
砂

に
よ
る
埋
立
て
を
行
う
場
合
は
、
崩

落
や
飛
散
な
ど
を
防
止
す
る
③
面
積

が
１
，
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
土
砂

の
埋
立
て
を
行
う
場
合
は
原
則
と
し

て
市
長
の
許
可
が
必
要
に
④
不
適
正

な
埋
立
て
な
ど
に
は
、
中
止
命
令
や

措
置
命
令
な
ど
の
行
政
処
分
を
実
施

⑤
違
反
者
に
は
罰
則
（
２
年
以
下
の

懲
役
か
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

を
科
す
。

□
土
地
所
有
者
は
注
意
し
て

　

無
料
で
作
業
を
行
う
か
ら
と
声
を

掛
け
ら
れ
て
土
地
を
提
供
し
た
結
果
、

不
適
切
な
埋
立
て
に
よ
り
土
地
が
利

用
で
き
な
く
な
る
、
土
砂
の
崩
落
な

ど
で
近
隣
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
う

な
ど
の
事
例
が
全
国
的
に
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
安
易
に
土
地
を
提
供
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、環
境
汚
染
や
不
法
投
棄
は
、

起
こ
っ
て
か
ら
で
は
、
元
に
戻
す
の

が
困
難
で
す
。
汚
染
さ
れ
た
土
砂
、

廃
棄
物
混
じ
り
の
土
砂
に
よ
る
埋
立

て
、
無
秩
序
な
埋
立
て
な
ど
を
発
見

し
た
ら
、
廃
棄
物
対
策
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８

４
０

問
同
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
９

４
３

救
急
通
報
で
消
防
車
の
出
動
も

　

１
１
９
番
通
報
で
緊
急
な
救
護
が

必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
や
、
救
急
車

の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
な
ど
に
、
消
防
車
が
出
動
し

て
救
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
と
消
防
車
が
一
緒
に
来
る

こ
と
や
、
救
急
車
よ
り
も
先
に
消
防

車
が
到
着
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
救
命
、
安
全
な
活

動
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
局
警
防
課
☎
０
２
７
―
２
２

０
―
４
５
１
３

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
団
体
が
お
得

　

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
は
20
人
以
上
の
利
用
で
団
体

料
金
が
適
用
。
専
用
時
間
で
ゆ
っ
た

り
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

団
体
専
用
日
時
＝
土
日
曜
・
祝
日
・

小
中
学
校
の
長
期
休
業
期
間
中
、
午

前
９
時
30
分
、
午
後
２
時
30
分

費
用
＝
小
中
学
生
80
円
、
高
校
生
以

上
２
４
０
円
（
各
１
人
）

申
利
用
日
の
３
カ
月
〜
５
日
前
に
同

館
☎
０
２
７
―
２
２
４
│
２
５
４
８
へ

視
聴
覚
機
材
な
ど
貸
し
出
し
ま
す

　

視
聴
覚
機
材
や
教
材
を
貸
し
出
し

ま
す
。
な
お
、
16
㍉
映
写
機
の
操
作

に
は
認
定
証
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
教
育
関
係
施
設
や
自
治
会
、

生
涯
学
習
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
非
営
利

団
体

貸
し
出
し
物
＝
16
㍉
映
写
機
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、

16
㍉
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ

申
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
☎
０
２
７
―
２

３
０
―
９
０
９
４
へ

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

　

各
家
庭
な
ど
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

計
量
法
に
よ
り
８
年
以
内
に
交
換
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期
限
を
迎
え

る
家
庭
に
は
水
道
局
が
委
託
し
た
業

者
（
所
定
の
腕
章
と
身
分
証
明
書
を

携
帯
）
が
交
換
作
業
の
た
め
訪
問
し

ま
す
。

問
水
道
整
備
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
３
０
３
７

午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
こ
の
計
画
案
に
意

見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
住

所
・
氏
名
・
意
見
を
記
入
し
た
意
見

書
を
市
役
所
都
市
計
画
課
に
郵
送
か

直
接

●
昭
和
町
三
丁
目
地
区

内
容
＝
〈
用
途
地
域
〉
同
地
区
（
昭

和
町
三
丁
目
・
下
小
出
町
一
丁
目
の

各
一
部
）
の
用
途
地
域
を
第
二
種
中

高
層
住
居
専
用
地
域
か
ら
準
住
居
地

域
へ
変
更
〈
地
区
計
画
〉
建
築
物
の

用
途
の
制
限
を
決
定

●
前
橋
問
屋
団
地

内
容
＝
〈
地
区
計
画
〉
建
築
物
の
用

途
制
限
を
決
定

安
全
の
確
認
ま
で
出
荷
自
粛
を

　

安
全
な
穀
類
を
提
供
す
る
た
め
、

本
年
度
産
の
米
や
大
豆
、
そ
ば
、
麦

の
放
射
性
物
質
の
安
全
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

は
、
出
荷
や
販
売
な
ど
は
自
粛
し
て

く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
は
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

問
農
林
課
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６

７
０
４

都
市
計
画
の
変
更
案
な
ど
を
縦
覧

　

２
地
区
の
都
市
計
画
の
各
変
更
・

決
定
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
７
月
14
日
㈪
〜
28
日
㈪

（
土
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜

コラム ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　６月21日、「富岡製糸場と絹産業遺産群」の

世界遺産登録が正式に決定しました。　　　

　古くから生糸（いと）のまちとして繁栄し

てきた本市にも、「富岡製糸場と絹産業遺産群」

にまつわる歴史がまだ残されております。世

界遺産への追加登録ができるくらいに、引き

続き前橋の歴史を磨いてまいります。　　　

　また、ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」の放映

を来年に控え、本市でも様々な取り組みに着

手しています。初代群馬県令楫取素彦とドラ

マの主人公である妻の文（ふみ）が、前橋そ

して群馬に注いだ志を継いでいこうと改めて

心に誓っています。今後とも市民皆さんのお

力をお貸しください。
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